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〈論文〉

数学を学ぶ意義を実感させる「副読本」の開発と活用に関する研究

熊倉 啓之*

A Study of Development and Utilization of Supplementary

Textbook to Appreciate the Significance of Learning

Mathematics

Hiroyuki  KUMAKURA

Abstract

A purpose of this report is to develop and utilize `Supplementary Textbook' to appreciate

the significance of learning and to gain some suggestions for improvement of mathematics

education. First, I collected many 面aterials and made up Supplementary Textb00k. Second,
I utilized it fOr junior high scho01 students as homework while summer vacation. Third,

I gained sOme suggestiOns for improvement of mathematics education.
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1.はじめに
「数学はなぜ学ぶのか」という疑間を抱いて,数
学を勉強する中学生は少なくない。

平成 15・ 17年度教育課程実施状況調査 (国立教育

政策研究所,2005;2007)に よれば,「数学の勉強
は試験に関係なくても大切である」という質問項目

に対する結果は,次の表1の通りである。
表1 教育課程実施状況調査結果

そう思 う
そう思わな

い
わからなし その他

/1ヽ 6 84.4 10 4.5

中 3 66.1 28.6 4.8 0.6

高 3 43.9 48。 3 7.2 0.5

この結果を見ると,学校段階が上がるにつれて ,
肯定的な回答の割合が減少 していることがわかる。

中学生の場合,約 1/3は数学を学ぶ意義を肯定的に
捉えていないことが読み取れる。

また,国際調査PISA2003(国 立教育政策研究所 ,
2004)に よれば,「数学は将来の仕事の可能性を広
げてくれる」とい う質問項目に対する肯定的な回答

の割合は,次の表2の通 りである。
表2 PISA2003調査結果

日本 フィンランド 平均

42.9 87.5 77.9

フィンランドは, 日本以上に PISA2003で 好成績

を挙げている国際的に注目されている国である。しか

しこの結果を見ると, 日本とフィンランドで大きな差

があることがわかる。国際平均と比べても,数学の学
習を自分の将来と結び付けて捉えていない日本の子ど

もが多いことが読み取れる。

さらに,国際調査TIMSS2003(国 立教育政策研究所 ,
2005)に よれば,中学2年生対象の生徒質問紙のうち,
「数学を勉強すると, 日常生活に役立つ」 「他教科

を勉強するのに数学が必要だ」 「学校で,数学を
もつとたくさん勉強したい」などの7つの質問項目の

結果を合成 して作つた 「数学の勉強への積極性」と

いう指標において, 日本の 「高いレベル」の割合は

17%で ,国際平均の55%よ り38ポイン トも下回つて
いる。一方で,「低いレベル」の割合は22%で ,国
際平均の10%よ り12ポイン ト上回つている。

以上の結果から, 日本の子どもたちが,数学を学
ぶ意義を感 じないまま,数学を勉強している姿が浮
かび上がってくる。

本研究では,こ のような数学教育の課題を解決す

るための方策の 1つ として,「副読本」に着目し,
その開発 と活用に取り組むこととした。

2.研究の目的
本研究の目的は,「数学を学ぶ意義を実感させる」
という観点から,中学生を対象とした 「副読本」を
開発 して活用 し,数学教育改善のための知見を得る
ことである。

*静岡大学教育学部
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3.研究の方法
以下の手順にしたがつて,研究を進める。

(1)中学生が 「数学を学ぶ意義」を実感できるよう

な 「副読本」開発のために,教材の内容を検討 し,

教材を収集する。

(2)収集 した教材を整理して,特に数と式に関する

内容について 「副読本」を作成する。

(3)作成 した 「副読本」を実際に中学校で活用して ,
教育成果について評価する。

(4)(3)の結果をもとに,「副読本」を活用した数学

教育改善のための知見を得る。

4.「副読本」に着目した理由
数学を学ぶ意義を実感させるための方策として,筆

者は
「副読本」に着目した。その理由は,次の通りで

ある。

他教科には,生徒に興味・関心を持たせ,学ぶ意

義を実感 させるような「副読本」や 「資料集」が多

数ある。たとえば,国語には,教科書以外に小説や

物語,評論など,多様な教材があふれている。社会

には,資料集の他に,歴史書等の書物や,新聞とい

う身近な教材もある。理科には,生徒が興味を持つ

て読める科学書も多く,最近は多くの科学雑誌も出

版されている。英語には,短編小説などがあり,ま
たテレビやラジオの英語番組も豊富に準備されてい

る。

一方,数学には,そのような教材は見当たらない.
一般向けの数学の啓蒙書もないことはないが,これ

らは中学生にとつて理解が困難なものがほとんどで

ある。教科書以外の教材といえば,参考書・問題集

ばかりといつてもよいであろう。このような背景が

影響 してか 「数学の学習 =問題を解くこと」のよう

に感 じている生徒は少なくない。 「数学が好きだ」

という生徒でも,そ の理由として 「数学の問題を解

けたときが楽しい」とするものがほとんどである。

しかし本来,数学を学ぶ意義を実感できる要素と

しては,数学的な考え方のすばらしさや,数学的理

論の美しさ,数学の社会への有用性等も考えられる

はずである。これらを生徒に実感 させるには,教科

書・問題集・参考書だけでは不十分である。そこで ,

生徒に学ぶ意義を実感させるために,数学の 「副読

本」を開発 して活用することが有効であると考えた。

以上が嘱1読本」に着日した理由である。

5。 「副読本Jの開発
「副読本」は,タ イ トルを「中学校数学散歩」とし,

中学校数学の内容のうち,特に数と式に焦点を当て,

次の 2冊を作成した。
「数の世界編」 (91ページ)

「式の世界編」 (124ページ)

(1) 「副読本」の特徴
「副読本」は,生徒が中学校数学の内容について理

解を深め,興味・関心を高めることができるように配

慮して記述した。具体的には,以下のような特徴を挙

げることができる。

① 生徒がつまずきやすい内容を中心に,教科書に
触れていないことも含めて,できるだけ丁寧に記述し

た。

② 全体を通して,数学を学ぶ意義が実感できるよ
うな記述を心がけた。特に冒頭には,数学を学ぶ意義

として,次の 3点を強調した (熊倉,2009)。

1)数学の有用性
2)数学を学ぶことで身につく思考力
3)数学の面白さ0美 しさ
③ 小学校の内容と接続する部分について,丁寧に
扱つた。

④ それぞれの内容が発展してきた歴史について触
れた (カジヨリ,1997:グ レイゼル,1997:カ ッツ,

2005:A.I,ボ ロディーン他,1997)。

⑤ それぞれの内容が,現実事象のどのような場面
で利用されているかについて触れた。

③ 巻末には,本文と関連する内容で,さ らに理解
を深め,興味 0関心を高めるような話題 (ヴィルチェ

ンコ,1989他)を載せた。

⑦ 内容の区切り単位で,生徒が自主的に取り組め
るような課題を載せた。

③ 知識や技能の定着を図るような問題は一切載せ
なかつた。

(2) 「副読本」の内容

各冊子の具体的な内容は,次の通りである。

① 「数の世界編」
中学校で扱 う数に関する内容を中心にして,次の

1)～4)の 4節 ,および巻末の資料で構成した。

1)自然数から分数,小数までの発展の歴史
2)負 (マイナス)の数の世界
3)平方根 (ルー ト)の世界
4)お もしろい性質を持つ数の世界
[資料 ]

それぞれの内容について詳細に述べると,次の通り

である。

1)自然数から分数,小数までの発展の歴史

小学校との接続を意識した内容である。ここでは,

自然数,分数,小数が,いつ頃どのように使われるよ

うになったかについて記述した。特に,以下の点を強

調した。

ア 自然数は「数えるJ必要性から,分数・小数は,
「測る」必要性から誕生したこと

イ 10進法における 10を 「ひとかたまりと見る」見
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方

ウ 位取り記数法における 0の意味
工 小数表示が,10進位取り記数法であること
オ 指数表示を用いた大きな数や小さな数の表記
2)負 (マイナス)の数の世界
中 1の 「正の数・負の数」に関する内容である。こ

こでは,負の数の意味,負の数の計算のルール,負の

数の歴史,負 の数の利用,負の数を含めた数の世界に
ついて記述した。特に,以下の点を強調した。
ア 負の数が 「反対の性質を持つ量を表す」必要性か
ら誕生したこと

イ 負の数の計算のルールを,これまでに学んだ正の
数の計算のルールと同じように決めること

ウ 負の数を導入することで,小 さい数から大きい数
を引くことができるようになること

工 負の数を導入することで,引 き算をすべて足し算
に直すことができること

オ 負の数が,「土地の高さ」や 「仮平均の計算」な
ど,様々な場面で利用されていること
力 数の世界が, 自然数→整数→有理数と拡がってい
ること

なお,正負の数の計算の定着を図るような問題は,
一切掲載していない。

3)平方根 (ルー ト)の世界
中 3の 「平方根」に関する内容である。ここでは,

平方根の意味,平方根の計算のルール,平方根の利用 ,
平方根に関する話題,平方根を含む数の世界について

記述した。特に,以下の点を強調した。
ア 平方根が,分数では表せない新しい数であること
イ 平方根が,長 さなどを正確に表す必要性から誕生
したこと

ウ 平方根の計算のルールを,こ れまでに学んだ正の
数の計算のルールと同じように決めること

工 平方根が,「A判・B判の紙のサイズ」や 「振 り
子時計の周期」など,様々な場面で利用されている
こと

オ 数の世界が, 自然数→整数→有理数→平方根を含
む実数と拡がつていること

4)お もしろい性質を持つ数の世界
教科書で扱っていないものも含めた数に関する様々

な内容である。ここでは,素数,完全数,円周率,ピ
タゴラス数について記述した。特に,以下の点を強調
した。

ア 素数や完全数に関して,興味深い話題があること
イ 円周率が,長い歴史をかけて考えられてきたこと
[資料 ]

ここでは,次の話題に触れている。
・様々な数の表し方

・平方根表

・円周率

√ の小数表示

素数表

数学者

・数学に関する名言

特に,√やπの小数表示は,循環しない無限小数
であることを実感してもらうために掲載した。また ,

数学者について,生徒は意外と知らないので,興味・

関心を持つてもらう意味で記述した。さらに,数学者
の名言は,数学の本質を理解したり,数学を学ぶ意義
を実感したりする上で有効であると考え,記述するこ

ととした。例えば,次のような内容である。
<数学者 >

(l: ビタゴテス(颯壺鶴5鴨晨300頃 )

音角ギリンャ級数学者であろぅ嶺1にようと,

こジブトで争騰をマスタ‐しな姜,ク ロ[ン (痛

イタリア●ギリシャlll民堵)に移住して,学籠(ピ

タゴ,ユ学難)を瀬書した,こ寺学縁柱.稗時に

政治彙日でも宗儀彙彗でもあったようである。

姜ら棺∫万魯は董であるJ(費生幸理菫}という主聾のもとで,鼻島π象

緯畿で義宙喜れると考えていた。ビタゴテス撃漏が整見したとされる薫拳め

性質は,事〈伝えられてい0が ,"え紺次めものがある。

働 二平力011(ピタゴラスの奮1)(11ぺ‐ジ幸驚)

0 完全彙と主贅畿(62・ 64べ =ジ

'浦

|

| ビタゴラス十磨

<数学に関する名言>

理下に,董拳糠騰する難々 な人々 が機した名1を網介します。あなたIt,

どの言業が気に入りましたか。   (1輸学名言集1 1大竹轟彙)よ り}

0カ ント̀ル  ドイツめ致拳孝(1045-1918}

彙学0本質llモ●農轟さにあサ:壼学がその自由な意思によつて■念や去

颯む構成ツ6ことにある。     .

0バロウ イギリスの数学者(16304771

着争いそれll'4,■学の凛目たる基礎であり,人轟のたウ0あらゆる網益の

ゆなかな燎凛である。=`費拳ttわれわれに生鶯上の土倉な喜びむ与えてい0

といえる。韓書やりたかさや仕事上の剰主などの点でも。われわれは強学

のおか事をこうtrっているのである。

|ス
=7デ
ツキ= ボ麟ランド●彙拳オ(175641830)

数学Itナベての書字め女
=で
ある.猿女の患人は嘉理であり,その償金li

書奮暮と瞬快さである。

② 式の世界編
中学校で扱う式に関する内容を中心にして,次の

1)～ 6)の 6節および巻末の資料で構成した。
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1)数から文字の世界ヘ

2)文字式の世界 1
-数との計算から足し算・引き算まで一

3)文字式の世界 2 -かけ算・割 り算一
4)方程式の世界 1
-1次方程式から連立方程式まで一

5)方程式の世界 2 -2次方程式一
6)文字を使つた謎解きの世界
[資料 ]

それぞれの内容について詳細に述べると,次の通り

である。

1)数から文字の世界ヘ

小学校との接続を意識した内容である。ここでは,

文字を使つた式の意味,文字を使 う理由,数学におけ
る文字の役割について記述した。特に,以下の点を強

調した。

ア 文字を使 う場面は,「わからない数の代わり」
「いつでも成 り立つ法則を表す不特定な数の代わり」

「数量の間に成 り立つ関係を表すいろいろ変化する

数の代わり」 「特別な数の代わり」「定まった数を

表す不特定な数の代わり」のようにいろいろあるが,

共通して「数の代わり」に使 うこと

イ 文字を使 うよさは「計算の過程を容易に表現でき
る」 「一般化したものを表現する」ことにあること

2)文字式の世界 1
中 1～中 2の文字式の加減に関する内容である。こ

こでは,文字式の意味,文字式の分類,文字式の計算
のルールについて記述した。特に,以下の点を強調し

た。

ア 文字式は,計算の過程を示すと同時に,と りあえ
ずの答えを示す式になつていること

イ 文字式は,項の数による分類と,次数による分類
があること

ウ 文字式の計算の仕方は,交換法則や結合法則,分
配法員Jに従うこと

工 文字式の計算は,文字にどのような数を代入して
も計算式が成 り立つところまでしか計算できないこ

と

3)文字式の世界 2
中 3の文字式の乗除に関する内容である。ここでは,

文字式同士の乗法,除法,因数分解について記述した。

特に,以下の点を強調した。
ア 文字式同士の乗法は,分配法則が基本となること
イ 因数分解は,分数式の約分や方程式を解く上で有
用であること

4)方程式の世界 1
中 1の 1次方程式,中 2の連立方程式に関する内容

である。ここでは,1次方程式・連立方程式の解き方 ,

方程式の歴史,方程式の利用について記述した。特に,

以下の点を強調した。

ア わからない数量を求めるために,方程式を使 うこ
と

イ 1次方程式を解く基本は,等式の性質であること

ウ 連立方程式を解く基本は,文字の消去であること
工 方程式による問題解決の特徴は,問題の意味を考
えて式を作る部分が少ないこと

5)方程式の世界 2
中 3の 2次方程式に関する内容である。ここでは,

2次方程式の解き方,2次方程式の歴史,2次方程式

の利用について記述した。特に,以下の点を強調した。

ア 2次方程式を解くには,あてはめ (平方根の考
え),因数分解,解の公式の 3つの方法があること
イ 黄金長方形のたてと横の長さの比を求めるなど,
2次方程式が様々な場面で利用できること

QL文字を使つた謎解きの世界
中 2,中 3の文字式を使つた説明に関する内容であ

る。ここでは,数当てパズル,整数の性質,図形の性

質について記述した。特に,以下の点を強調した。

ア 文字を使 うと,数や図形に関する様々な性質が説
明できること

[資料 ]

ここでは,次の話題に触れている。
・ (a+b)nの展開
0特別な 4次方程式の解法

・昔の教科書に載っていた問題

・倍数の見分け方

・数学者 (数の世界編と同様)

・数学に関する名言 (数の世界編と同様 )

特に,昔の教科書に載つていた問題は,方程式の特

徴を理解させるとともに,生徒に興味 0関心を持たせ

ることをねらいとして掲載した。例えば,次のような

内容である。

0 和姜
=

2つ 0■ 0カと整がわかつているとき=それぞれの量を求めむ舞■である。

水島さん韓,蜂 となわとびをしようと思いました。■き41鷺ュ織織

を■つけてきで,中力がHcm壬 くなるように2つに切サました。再カ

0●0壬 さは,それ・7れどれだけでしょう。 (小 4T)

ア.力な式を使わない方法

4E7RE=47腕から50cmを引くと,

そ●姜きは,毎い無02倍になる.

476-50=426

416■ 2=213

二 Ⅷ }4臓

だからl毎い盤は21訥置で,姜い績は,213+50=203m

r量 ゝ缶■、● ■.1■贅 二 しヽ歯 力注
`缶
籠
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6 「副読本」の活用
(1)活用方法
副読本の活用の仕方としては,次のような方法が考
えられる。

① 授業中に,理解を深めるために必要に応 じて参
照する。

② 長期休業中に,読書課題として活用する。
③ 自習課題として活用する。 など
本研究では,②の方法で活用した。
(2)活用の実際
具体的な活用方法は,以下の通 りである。
① 数の世界編
<時期 >2008年夏休み (提出は,9月 上旬)
<対象>
ア.附属中学校 A 中 1～中 3:各 3ク ラス
(ただし,中 3のみ課題提出は任意 )
イ.附属中学校 B 中 3:3ク ラス
ウ.公立中学校 C 中 2:3ク ラス
<課題の提示方法>
ア,「′いに残つた内容のレポー ト」と「読んでの感
想」

イ。「読んでの感想を書きなさい。」

ウ.「 (口頭で)読んでの感想を書きなさい。」
いずれの場合も,「難しい箇所は,読み飛ばしても
よい」点を強調した。また,決まった書式のプリント

を配布し,そ こに書き込ませるようにした (資料 3,
4)。

② 式の世界編
<時期 >2009年夏休み (提出は,9月 上旬)
<対象>
ア.附属中学校 A 中 3:3ク ラス
イ。公立中学校 C 中 3:3ク ラス
<課題の出し方>
ア.「′いに残つた内容のレポー ト」と「読んでの感
想」

イ。 「(口頭で)読んでの感想を書きなさい。」

いずれの場合も,①の数の世界編のときと同様に,
「難しい箇所は,読み飛ばしてもよい」点を強調した。
また,決まった書式のプリントを配布 し,そ こに書き
込ませるようにした (資料 1,2)。

(3)活用の成果
レポー トを分析 した結果,成果としては次の 5点を

挙げることができる。

① 数学に対する興味・関心を高めることがで
きた。

② 数学の内容に関する理解を深めることがで
きた。

③ 数学を学ぶ意義を実感することができた。
④ 数学への学習意欲を増すことができた。
⑤ 数学に対する見方や接し方が変化した。

以下では,それらの成果が読み取れる生徒の記述

(抜粋)を掲載する。

① 数学に対する興味・関心を高める
。毎日が新たな発見や学習ばかりで楽しかったです。

(A:中 1)
。「数学散歩」を読んで以前より数学が好きになりま

した。 (A:中 2)

・内容はとても難しかったけれど,と てもおもしろ

かったし,自 分の数学に対する関心が高まったと感じ

ます。 (A:中 2)

・この本を読んで,数の歴史や数学者の発見など,た
くさんのことがわかり,数学への興味をさらに深める
ことができました。 (A:中 3)
0「数学散歩」をじつくり読んだらおもしろくて感心

するところがいくつもあつて,数学が得意でない僕で
も,たのしく読むことができました。 (C:中 2)
・これを読んでから「数学つて難しいけれど,色々と
自由に考えるところがおもしろいんだなあ」と感じま

した。 (C:中 2)

② 数学の内容に関する理解が深まる
・授業で習つた負の数などの少し引つかかつていた一

が十に成るというところが図などを見てわかり感動し

ました。 (A:中 1)

・授業で習つた単元もたくさん深められて,楽しかっ
た。 (A:中 3)

・何となく日頃疑問だつたこと (2倍と3倍の平均は

2.5倍 ?と か)と かがわかりやすく説明されていた。

(B:中 3)

・ 「なぜ 0で割ってはいけないか」1年生のときにも

授業で学習した課題だ。 (中略)1年生の頃に残して
しまった 「はてな ?」 を解決できた。 (B:中 3)

・自然数と分数は授業などでもよく使 う数ですが, 日

的などは今まで考えたこともありませんでした。

(C:中 2)

③ 数学を学ぶ意義を実感できる
。数学は生活に欠かせないものだと思いました。 (A:

中 2)

。一見気難しいように思える数学だが,よ―くかか

わつてみると,そ こには人々の命が通つていて, 日常

生活のいたるところに眠つているものだと分かつた。

(B:中 3)
0数学がなければ今の自分はない。ということはこれ

でまた改めて数学の大切さを感 じることができたのだ。

(B:中 3)

・数学は私たちの一歩先を行き,私たちをリー ドして

くれてきたと思う。そのおかげで私たちの生活は豊か

になり,こ こまで発展してこられたのではないだろう
か。 (B:中 3)

・数学散歩を読んでみると, しだいに数学は一番生活

と関わりがあるのではないかと思いはじめました。
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(B:中 3)

・歴代の数学者たちが生み出した数学をこれからの将

来に受けつぐために私達は学んでいるのだとも感じま

した。 (C:中 2)

・ 「数学散歩」を読み,数学は将来になくてはならな
いのだと知ることができました。 (C:中 2)

① 数学への学習意欲が増す
。この本を読むことによつて,数学は本当はとてもお

もしろいことだ !と 知ることができました。そして頑

張つてみよう, という気持ちにもなれました。 (A:

中 2)

・改めて「数学つてすごいんだな～」と思いました。

もつともつと数学を学んでいきたいです H(A:中 3)
・これからの数学の授業では,こ ういつた研究者達の

努力を思い出しながら取り組んでいけたらなあと思い

ます。 (A:中 3)

。もつと数学について追求していきたいです。 (B:

中 3)

・これからはもつと数学と仲良くなつて考える楽しさ

を味わつていきたい。 (B:中 3)

0これから,1つ 1つの問題を多面的に考え,論理的

に見る力を養い,少 しでも数学の可能性を広げていけ

たらと思います。 (B:中 3)

・本書を読んで 2学期からは心を入れかえて数学を苦

手から得意にできるように勉強を頑張りたいと思いま

した。 (C:中 2)

0今後はよリー層数学を広い日で見て,楽しみながら

学習していきたいと思いました。 (C:中 2)

⑤ 数学に対する見方や接し方が変わる
。数学散歩を読み,公式を覚えることが数学ではない

と感じました。 (A:中 3)

・数学散歩を通し,数学に対しての見方・考え方の視

野を広げることができて良かつたです。 (A:中 3)

・数学と友達っていうのも変だけど,なんだかそうい .

う気分です。 (A:中 3)

・今まで私は「数の世界」の内側にいて,それに振り

回されていた感じがする。この本を読み進むうちに

「数の世界」を外側から, しかも客観的にみることが

できるようになった気がした。 (B:中 3)

・数学は「解くもの」だと割 り切つてしまってはや 2

年半。しかし,そんな考え方が最近変わりつつある。

この「数学散歩」を読んで,私の中の凝 り固まった数

学に対するイメージが変わった。 (B:中 3)

。「あくなき好奇心」というものが,数学を学ぶ上で

いかに大切かということに,改めて気づいた。 (B:

中 3)

・数学が一番答え方を自由に,自 分の考えを自由に表

現できることに気付きました。 (B:中 3)

・この本を通して,数学を学ぶ上で,私は 「多面的に

考える力」が必要となってくるのではないかと思いま

した。 (B:中 3)

・今まで教わつてきた数学は,基本の土台であり,

もっともつと発展された問題がたくさんのつていまし

た。今まで習つてきた数学が全てではないということ

に気づきました。 (C:中 3)

他にも,中 3終了時に,3年間の数学の学習を振・り

返つて書かせた生徒の文章の中に,「数学散歩」に関

わる以下のような記述があつた。

「『数学はいつでもどこでも気がつけば先におり,

時々生活から遊離しているだの,抽象的だの,無味乾

燥だのと非難嘲笑を浴びながら,人知のために新しい

道を切 り開いてきた。一ソボレフ (ロ シア数学者)』

これが,一番印象に残った言葉。これからも数学は私

たちに考える楽しさや学ぶことの大切さを教えてくれ

るだろう。」

この生徒の記述からわかるように,資料編にのせた

数学者の名言は,生徒の心に残り,影響を与えたもの

と考えられる。

7 数学教育改善のための知見
数学を学ぶ意義を実感させるための「副読本」の開

発と活用を通して,数学教育改善のために以下の 3つ

の知見を得た。

①  「数学の学習=問題を解く」という学習観を変
えるためには,「問題を解く」活動以外に,数学に関

する内容を「読む」活動を取り入れることが有効であ

る。

② 数学に対する興味 0関心を高めるためには,数
学の発展してきた歴史的な話題に触れることが有効で

ある。

③ 数学を学ぶ意義を実感させるためには,数学の

有用性や面白さを伝えるような話題を提供することが

重要である。そのことが結果として,数学への学習意

欲を増すことにもつながる。

8 今後の課題
今後の課題として,以下の点を挙げることができる。

①  「図形の世界編」,「関数の世界編」について,
その内容を吟味し作成する。

②  「副読本」の活用の仕方として,長期休業中の

読書課題以外の方法を探 り,実践する。

本論文は,科学研究費 (基盤研求 (C),課題番号

18530693「数学を学ぶ意義を実感させる「副読本」

の開発 とその活用に関する研究」2006～2008)の補

助を受けて研究した内容をまとめたものである。「冨1

読本Jの開発と作成に当たつては,以下の方々の協力

を得た。この場を借りて,感謝の意を表したいと思い

ます。
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資料 2 附属中学校 A
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資料 3 附属中学校 B
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